
宇和島市文化財保存活用地域計画（R9～18） 方向性・課題・方針・措置一覧表 1／5

前期 後期 次期
市民 団体 所有者 行政 R9~13 R14~18 R19~

文化財調査事業 ● ○

文化財調査事業 ● ○

文化財調査事業 ▲ ● ○

埋蔵文化財調査事業 ● ○ ○

専門職員の知識・技能向上 ● ○

教育コンテンツの制作 ● ○

学校教育･地域学校協働活動連携・推進事業 ■ ▲ ● ○ ○

社会教育連携事業 ■ ▲ ● ○ ○

文化財普及啓発事業 ■ ● ○

文化財普及啓発事業 ■ ● ○

文化財アーカイブ事業 ● ○ ○

【将来像】　ふるさとの記憶を受け継ぎ、育み、伝える歴史文化が息づく、誇りある宇和島へ

◉

◉ ◉

方
向
性

課　題 方　針

措　置

お
町

海 里

歴史文化の特徴

◉ ◉ ◉

財源 実施時期

●主 ▲協力・支援 ■参加
国 県 市 所有者

団体

No. 事業名等
事業主体

3 宇和島鯛めしや六宝などの食文化を調査し、郷土料理の由来や文化財的価値を把握する。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）/商工観光課（関係部局）　連携団体：商工会議所,観光物産協会

4 史跡宇和島城や戸雁遺跡などの重要遺跡の発掘調査を実施する。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

1 文化財リストの実態調査を行い、文化財の保存・活用の基礎資料とする。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

2 市内に残る仏像などの美術工芸品を悉皆的に調査し、その把握・記録を行う。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

7
吉田祭のお練り行事で実践されている交流モデルを事例に、文化財を媒介とした地域住民と子どもたちの
協働活動を推進する。
行政担当：学校教育課,生涯学習課（主担当）/伊達博物館,文化・スポーツ課（関係部局）　連携団体：企業,自治会

8 地区特有の文化財を取り上げた公民館単位での小規模な学習会を行う。
行政担当：生涯学習課（主担当）/文化・スポーツ課（関係部局）　連携団体：企業・自治会

5 研修等により専門職員の知識、技能を向上させ、より質の高い文化財の保存・活用を行う。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

6 郷土学習を行うための教材の開発とデジタル配信とそれらを利用するプログラムを開発する。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）/学校教育課（関係部局）

11 写真、動画等による文化財のデジタルアーカイブの公開活用を図る。
行政担当：伊達博物館,文化・スポーツ課（主担当）/デジタル推進課,市長公室（関連部局）

9 ｢本物体験｣を軸とした講座や子ども・親子向けイベントを行う。
行政担当：伊達博物館,文化・スポーツ課（主担当）

10 博物館等での企画展示を行うことで、文化財の普及、啓発に努める。
行政担当：伊達博物館,文化・スポーツ課（主担当）

課題1-2：地域学習の偏りと教材・ノウハウ
の不足
●『宇和島城』における組織的学習の不足
●『清良記』などの活用不足にともなう地
域的な学習の偏り
●文化財を体系的に指導するための教材、
指導ノウハウおよび研修の不足
●地域学校協働活動において住民と子ども
たちの交流を支える支援体制の未整備

方針1-1：網羅的な把握と価値の明確化
◆方針1-1-1　『宇和島城』の価値顕在化と歴史
的空白の補完（措置№4）
◆方針1-1-2　未調査分野の重点把握とルーツ解
明（措置№2,4）
◆方針1-1-3　統一基準による再評価と位置づけ
（措置№1,5）1

 
深
く
知
り
、
多
様
に
学
ぶ

方針1-2：文化財を核とした「ふるさと学習」の
充実
◆方針1-2-1　文化財の教材化とカリキュラム連
携（措置№6）
◆方針1-2-2 　地域学校協働活動の推進と支援体
制の整備（措置№7）

課題1-3：学習層の固定化と情報アクセスの
壁
●専門的な座学への偏りにともなう参加層
の固定化
●他団体の講座との重複および管理主体な
らではの差別化不足
●自由研究の非必須化にともなう子ども向
けイベントの利用者低迷
●直感的なデジタル解説・体験プログラム
の不足

方針1-3：地域資源を「深掘り」する当事者型学
習と探究支援への転換
◆方針1-3-1　管理主体ならではの“本物体験”に
よる差別化（措置№9）
◆方針1-3-2　公民館を拠点とした「ローカル」
な学びの展開（措置№8）
◆方針1-3-3　「課題の消化」から「知的好奇心
の充足」への価値転換（措置№10,11）
◆方針1-3-3　デジタル活用による情報のオープ
ン化とアクセスの最適化（措置№11）

課題1-1：把握の不均衡と評価の曖昧さ
●近世への指定の偏りと中世や「戸雁遺
跡」の評価不足
●『宇和島城』の調査不足や仏像、食文
化、生業の未解明
●横断的「評価基準」の不在による優先順
位の曖昧さ
●専門職員の知識や技能におけるボトム
アップの必要性



宇和島市文化財保存活用地域計画（R9～18） 方向性・課題・方針・措置一覧表 2／5

前期 後期 次期
市民 団体 所有者 行政 R9~13 R14~18 R19~

【将来像】　ふるさとの記憶を受け継ぎ、育み、伝える歴史文化が息づく、誇りある宇和島へ

方
向
性

課　題 方　針

措　置

お
町

海 里

歴史文化の特徴
財源 実施時期

●主 ▲協力・支援 ■参加
国 県 市 所有者

団体

No. 事業名等
事業主体

文化財アーカイブ事業 ● ○ ○

埋蔵文化財調査事業 ● ● ○ ○

文化財保存事業費補助事業 ● ● ○ ○

文化財保存事業費補助事業 ● ● ○ ○

文化財保存事業費補助事業 ● ● ○ ○ ○ ○

文化財保存事業費補助事業 ● ● ▲ ○ ○

文化財保護審議会の開催 ● ○

◉ ◉

◉ ◉

◉

◉

12 写真、動画等による文化財のデジタルアーカイブを行うことで、文化財の保存を図る。
行政担当：伊達博物館,文化・スポーツ課（主担当）/デジタル推進課,市長公室（関連部局）

15 無形民俗文化財継承事業補助金の交付を行い、無形民俗文化財の保存と継承を行う。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

16 伝統的建造物群保存地区保存対策事業費補助金を交付し、建造物の保存と景観向上に努める。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

13 文化財保護法第93、94条に基づく土木工事の届出に係る埋蔵文化財調査を実施する。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

14 指定文化財維持管理費補助金を交付し、指定文化財の保存と維持を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

17 重要文的景観保全活動支援事業費補助金を交付し、遊子水荷浦の段畑の景観保全に努める。
行政担当：農林課,文化・スポーツ課（主担当）　連携団体：保存団体（段畑を守ろう会など）

18 文化財保護審議会を開催し、文化財の適切な保護を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

２
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り
、
つ
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課題2：公的保護の限界と継承基盤の脆弱化
●予算人員の限界にともなう未指定文化財
の公的保護への機動的対応の不足
●地形的要因や老朽化にともなう自然災害
や盗難への防災防犯対策の遅れ
●『宇和島城』の耐震斜面保全や『宇和島
市津島町岩松伝統的建造物群保存地区』の
修理費増大
●『遊子水荷浦の段畑』等の維持限界や
『吉田祭のお練り行事』の人的負担増大

方針２：横断的連携による持続可能な継承モデル
の構築
◆方針2-1　文化財の指定等の戦略的推進と基盤
的保護の履行（措置No.13, 18, 19）
◆方針2-2 　文化財保存事業費補助事業の活用と
官民パートナーシップの強化（措置No.14〜17,
23, 24）
◆方針2-3　文化財防災・減災・防犯事業の強化
と意識啓発の推進（措置No.25）
◆方針2-４　宇和島城保存整備事業による予防保
全の推進と普及（措置No.20）
◆方針2-5　庁内及び関係機関等との連携による
横断的解決の推進（措置No.21, 22）
◆方針2-6　文化財アーカイブ事業によるデジタ
ル記録と伝習支援（措置No.12）



宇和島市文化財保存活用地域計画（R9～18） 方向性・課題・方針・措置一覧表 3／5

前期 後期 次期
市民 団体 所有者 行政 R9~13 R14~18 R19~

【将来像】　ふるさとの記憶を受け継ぎ、育み、伝える歴史文化が息づく、誇りある宇和島へ

方
向
性

課　題 方　針

措　置

お
町

海 里

歴史文化の特徴
財源 実施時期

●主 ▲協力・支援 ■参加
国 県 市 所有者

団体

No. 事業名等
事業主体

文化財の指定等 ● ○

宇和島城保存整備事業 ● ○ ○

庁内及び関係機関等との連携 ● ○

庁内及び関係機関等との連携 ● ○

地域・各種団体交流事業 ■ ● ▲ ○

世代間交流事業 ■ ● ● ○

文化財防災・減災・防犯事業 ● ● ○ ○ ○ ○

◉

◉

◉

◉

19 文化財の指定、登録等を行い、現在未指定となっている文化財のうち貴重なものの保護を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

20 宇和島城天守や石垣の耐震診断、耐震補強等を行い、防災、減災対策を行う。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

23 文化財関係団体間での交流、意見交換、連携を行うことで文化財の保存・活用を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）/市民協働推進室（関係部局）

24 公民館等での地域行事を推進、世代間での交流を図り、未来の文化財の担い手を養成する。
行政担当：生涯学習課（主担当）/文化・スポーツ課（関係部局）

21 宇和島市文化財保存活用地域計画協議会を開催し、庁内及び関係機関との連絡を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

22 宇和島市文化財保存活用地域計画の普及活動を行い、地域全体での文化財の保存・活用を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

25 文化財の防犯・防火・耐震・防災対策に係る啓発と対策を行い、意識の向上に努める。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）/危機管理課,警察署,消防署（関連部局）

２
　
守
り
、
つ
な
ぐ

※前頁と同じ記述
課題2：公的保護の限界と継承基盤の脆弱化
●予算人員の限界にともなう未指定文化財
の公的保護への機動的対応の不足
 ●地形的要因や老朽化にともなう自然災害
や盗難への防災防犯対策の遅れ
●『宇和島城』の耐震斜面保全や『宇和島
市津島町岩松伝統的建造物群保存地区』の
修理費増大
●『遊子水荷浦の段畑』等の維持限界や
『吉田祭のお練り行事』の人的負担増大

※前頁と同じ記述
方針２：横断的連携による持続可能な継承モデル
の構築
◆方針2-1　文化財の指定等の戦略的推進と基盤
的保護の履行（措置No.13, 18, 19）
◆方針2-2 　文化財保存事業費補助事業の活用と
官民パートナーシップの強化（措置No.14〜17,
23, 24）
◆方針2-3　文化財防災・減災・防犯事業の強化
と意識啓発の推進（措置No.25）
◆方針2-４　宇和島城保存整備事業による予防保
全の推進と普及（措置No.20）
◆方針2-5　庁内及び関係機関等との連携による
横断的解決の推進（措置No.21, 22）
◆方針2-6　文化財アーカイブ事業によるデジタ
ル記録と伝習支援（措置No.12）
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前期 後期 次期
市民 団体 所有者 行政 R9~13 R14~18 R19~

【将来像】　ふるさとの記憶を受け継ぎ、育み、伝える歴史文化が息づく、誇りある宇和島へ

方
向
性

課　題 方　針

措　置

お
町

海 里

歴史文化の特徴
財源 実施時期

●主 ▲協力・支援 ■参加
国 県 市 所有者

団体

No. 事業名等
事業主体

宇和島城保存整備事業 ● ○ ○

伝統的建造物群保存地区整備事業 ▲ ● ○ ○

伝統的建造物群保存地区整備事業 ▲ ● ○ ○

吉田ふれあい国安の郷展示整備事業 ▲ ● ○

伊達博物館整備事業 ● ○

市内文化財活用拠点事業 ▲ ● ○

史跡等の整備事業 ● ○

文化財情報発信事業 ● ○

文化財情報発信事業 ● ● ○ ○

◉

◉

◉

◉ ◉ ◉

◉

◉

◉

27 小西本家の整備を行い、伝統的建造物群保存地区の公開活用施設としての性格を持たせる。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）　連携団体：町並み関連団体

28 西村酒造を整備し、伝統的建造物群保存地区の重層的な魅力づくりを行う。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

26 作事所跡の整備を通じて伊達博物館への周遊ルートを築き、新たな魅力を発信する。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）/都市整備課・商工観光課（関係部局）

31
市内全域の文化財活用拠点として、伊達博物館を運用する。そして、宇和島城や小西本家、旧毛利家庄屋
住宅、吉田ふれあい国安の郷を整備し、サテライト拠点として運用する。
行政担当：伊達博物館,文化・スポーツ課（主担当）

32 市指定文化財等の説明板を市のデザインガイドラインに即して再整備し、周知、啓発を行う。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）/都市整備課（関係部局）

29 吉田祭に関する展示の拡充と整備を行い、吉田祭の普及、啓発を行う。
行政担当：文化・スポーツ課　団体：保存団体

30 市内全域の文化財活用拠点として、新伊達博物館の建設を行う。
行政担当：伊達博物館

33 仕様を統一した各文化財パンフレットを作成し、それぞれの文化財の周知、啓発を図る。
行政担当：文化・スポーツ課（主担当）

34
文化財、観光パンフレット及びホームページの多言語化を行い、誰もが理解できる文化財の説明に努め
る。
行政担当：商工観光課,文化・スポーツ課（主担当）　連携団体：観光物産協会

方針３：ハブ＆スポーク型のネットワーク構築と
シビックプライドの醸成
◆方針3-1　『伊達博物館整備事業』及び『市内
文化財活用拠点事業』によるネットワークの構築
（措置No.30, 31）
◆方針3-2各事業によるサテライト拠店の整備と
機能強化（措置No.26〜29, 31, 40）
◆ 方針3-3史跡等の整備事業及び文化財情報発信
事業によるブランディング強化（措置No.32, 33,
34）
◆ 方針3-4観光連携及び産業連携による社会参
画・体験活動の展開（措置No.35〜39, 41, 42）

３
　
活
か
し
て
、
育
む

課題３：活用の分断と当事者意識の不足
●「お町」「海」「里」を繋ぐガイダンス
機能の不足や文学資源の活用不十分
●「伊達博物館」を核とした周遊環境の未
整備や案内板等の仕様不統一・多言語化の
遅れ
●観光や産業への調査成果の実践不足や
『牛の角突き習俗』の振興・伝統技能継承
の課題
●市民がもてなす側の当事者として活躍す
る機会の不足にともなう郷土愛醸成の障壁
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前期 後期 次期
市民 団体 所有者 行政 R9~13 R14~18 R19~

【将来像】　ふるさとの記憶を受け継ぎ、育み、伝える歴史文化が息づく、誇りある宇和島へ

方
向
性

課　題 方　針

措　置

お
町

海 里

歴史文化の特徴
財源 実施時期

●主 ▲協力・支援 ■参加
国 県 市 所有者

団体

No. 事業名等
事業主体

観光連携_周遊ルート開発 ● ● ○ ○

観光連携_宇和島城誘客 ● ○ ○

観光連携_木屋旅館の活用 ● ▲ ○ ○

観光連携_ボランティアガイド育成 ■ ● ▲ ○ ○

観光連携_闘牛の振興 ● ● ▲ ○ ○

産業連携_重要文化的景観の活用 ● ● ▲ 〇 ○ ○

産業連携_地域産業の継承 ● ▲ ○ ○

産業連携_伝統技能の継承 ● ○

◉

◉

◉

◉

◉

35 文化財を含めた観光周遊ルートの開発を行うことで、それぞれの文化財の魅力向上に努める
行政担当：商工観光課（主担当）/文化・スポーツ課（関連部局）　連携団体：観光物産協会

36 伊達な宇和島お城まつりの開催や城郭関連のイベントに出店、宇和島城への誘客を図る。
行政担当：商工観光課（主担当）/文化・スポーツ課（関連部局）　連携団体：観光物産協会

えひめ伝統工芸士などの推薦を行い、伝統的な技能の継承を図る。
行政担当：商工観光課（主担当）

39 無形民俗文化財となる闘牛（牛の角つき習俗）大会の運営を行ない、習俗の継承を図る。　
行政担当：商工観光課（主担当）　連携団体：観光物産協会

40
重要文化的景観である遊子水荷浦の段畑を保全、活用し、文化的景観の維持に努めるとともに、観光コン
テンツとしての整備を進める。
行政担当：農林課（主担当）/文化・スポーツ課,商工観光課（関連部局）　連携団体：指定管理者,保存団体

37 文化財の活用モデルとして国登録有形文化財である木屋旅館の企画、運営を行う。
行政担当：商工観光課（主担当）　連携団体：指定管理者

38
ボランティアガイドを斡旋し、観光客などが文化財に対する興味、知識を深めることを図る。また、ガイ
ド養成により多くの市民が宇和島の歴史と文化について説明できる環境を整える。
行政担当：商工観光課（主担当）/文化・スポーツ課（関連部局）　連携団体：観光物産協会

３
　
活
か
し
て
、
育
む

※前頁と同じ記述
課題３：活用の分断と当事者意識の不足
●「お町」「海」「里」を繋ぐガイダンス
機能の不足や文学資源の活用不十分
●「伊達博物館」を核とした周遊環境の未
整備や案内板等の仕様不統一・多言語化の
遅れ
●観光や産業への調査成果の実践不足や
『牛の角突き習俗』の振興・伝統技能継承
の課題
●市民がもてなす側の当事者として活躍す
る機会の不足にともなう郷土愛醸成の障壁

※前頁と同じ記述
方針３：ハブ＆スポーク型のネットワーク構築と
シビックプライドの醸成
◆方針3-1　『伊達博物館整備事業』及び『市内
文化財活用拠点事業』によるネットワークの構築
（措置No.30, 31）
◆方針3-2各事業によるサテライト拠店の整備と
機能強化（措置No.26〜29, 31, 40）
◆ 方針3-3史跡等の整備事業及び文化財情報発信
事業によるブランディング強化（措置No.32, 33,
34）
◆ 方針3-4観光連携及び産業連携による社会参
画・体験活動の展開（措置No.35〜39, 41, 42）

41 真珠等、特産品の販売促進を行い、地域産業の継承を図る。
行政担当：商工観光課,農林課,水産課（主担当）/市長公室（関連部局）　連携団体：商工会議所、観光物産協会

42
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